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██要約

主力デジタルマーケティング事業の好調に加え、 
新規事業に積極投資し非連続的な成長を狙う

Orchestra Holdings（旧社名：デジタルアイデンティティ）<6533> は、2009 年に設立され、2016 年 9 月に

東証マザーズに上場を果たした IT ベンチャー企業である。更なる成長を図るため、2017 年 7 月に現在の持株

会社体制へ移行した。グループは、同社及び連結子会社 8 社（( 株 ) デジタルアイデンティティ、( 株 ) ライフ

テクノロジー、( 株 ) あゆた、( 株 )Orchestra Investment 等）により構成されている。同社の手掛ける事業は、

運用型広告サービス、SEO コンサルティングサービス、クリエイティブサービスを中心とするデジタルマーケ

ティング事業、主にスマートフォン向けアプリの企画開発・販売を行うライフテクノロジー事業、各種ゲーム、ツー

ル系アプリ開発、その他各種 Web システム開発を中心とするソリューション事業である。2017 年 12 月期の事

業別売上高構成は、デジタルマーケティング事業が 9 割を占めている。

2017 年 12 月期は売上高が 5,897 百万円 ( 前期比 19.9% 増）、営業利益が 364 百万円 ( 同 20.2% 増）、経常利

益が 363 百万円 ( 同 21.6% 増）、親会社株主に帰属する当期純利益が 241 百万円 ( 同 21.2% 増）と売上高、利

益ともに過去最高を更新した。なお、売上高営業利益率は 2016 年 12 月期、2017 年 12 月期といずれも 6.2%

を保っており、M&A により新規事業であるソリューション事業を開始した後も収益力が持続している。

2018 年 12 月期の見通しは、売上高が 7,204 百万円（前期比 22.2% 増）、営業利益が 445 百万円（同 22.1% 増）、

経常利益が 444 百万円（同 22.1% 増）、親会社株主に帰属する当期純利益が 291 百万円（同 21.0% 増）を見込

んでいる。M&A の活用や、事業間のシナジーを生かしての新規事業の創出により、既存事業の拡大スピードを

早め、成長性・収益性の高い新事業領域に積極投資を行う。

Key Points

・2017 年 12 月期は売上高・利益ともに過去最新を記録
・2018 年 12 月期は成長性・収益性の高い新事業領域に積極投資を行う
・デジタルマーケティング事業において市場成長を着実に捉え、全体の成長をけん引する計画

https://orchestra-hd.co.jp/ir/
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要約

期 期 期 期 期 期（予）

業績推移

売上高（左軸） 経常利益（右軸）（百万円） （百万円）

注：15/12 期より連結
出所：決算短信よりフィスコ作成

██事業概要

主力のデジタルマーケティング事業が売上の 9 割を占める

同社はデジタルマーケティング事業、ライフテクノロジー事業、ソリューション事業の 3 事業を手掛けている。

2017 年 12 月期の事業別売上高は、主力事業であるデジタルマーケティング事業が 5,487 百万円（92.8%）と

大半を占めており、ライフテクノロジー事業が 300 百万円（5.1%）、ソリューション事業が 123 百万円（2.1%）

となっている。

https://orchestra-hd.co.jp/ir/
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事業概要

事業別売上高構成 年 月期

デジタルマーケティング

ライフテクノロジー

ソリューション

出所：決算短信よりフィスコ作成

1. デジタルマーケティング事業

デジタルアイデンティティが手掛けており、同グループの売上げの 9 割以上を占める主力事業である。デジタ

ル媒体を使ってのマーケティングを中心に、次の 3 つのサービスを提供している。

(1) ディスプレイ広告、リスティング広告などの運用型広告サービス

(2)  SEO 最適化のための HTML 修正、コンテンツ企画・設計・運用、Web 担当者への教育などを行う SEO

コンサルティングサービス

(3) サイト制作、ランディングページ制作、バナー・メール制作を行うクリエイティブサービス

主力は運用型広告サービスである。同社独自のアイデンティティ設計（広告戦略立案時の設計）、ワンストップサー

ビスなどが顧客の評価を受け、既存顧客からのアップセルや新規顧客の紹介などにつながり、市場成長率を越え

て伸長している。2017 年 12 月期は、医師限定の Web 広告メニュー（ドクリーチ）をリリースした。加えて、

( 株 ) セールスフォース・ドットコムから「Salesforce Consulting Partner」の認定を受け、( 株 ) あゆたとデ

ジタルアイデンティティの専門性を融合した一気通貫のサービス提供を始めるなど、事業間のシナジーを生かし

て新たなサービス展開を始めている。

https://orchestra-hd.co.jp/ir/
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事業概要

デジタルマーケティング事業

出所：決算説明会資料より掲載

2. ライフテクノロジー事業

ライフテクノロジーが主体となり、主にスマートフォン向けアプリの企画開発・販売を行っている。従来から

手掛けていたチャット占いアプリ「ウラーラ」、恋愛相談に特化したチャットアプリ「コイウラ」に続き、2017

年 12 月期は、メンタルヘルス分野における相談に特化した「メンタルケアーズ」、KDDI グループの ( 株 )

mediba と業務提携して「au 占い」アプリのリリースなどを行った。その後もアイドルやタレントとの交流が

身近になるライブ配信プラットフォーム「スカウトライブ」をリリースするなど、収益拡大を図っている。

ライフテクノロジー事業

出所：決算説明会資料より掲載

https://orchestra-hd.co.jp/ir/
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事業概要

3. ソリューション事業

ソリューション事業では、各種ゲーム、ツール系アプリ開発、Web システム開発を行っており、2017 年 12 月

期第 3 四半期より事業を開始している。( 株 ) あゆた、( 株 ) セレッテの M&A に続き、2018 年 2 月に ( 株 ) グロー

バル・リサーチの IT ソリューション部門を ( 株 ) あゆたに迎え、2018 年 4 月には ( 株 ) エス・エス・アヴェニュー

を子会社化するなど、開発体制をさらに強化している。

ソリューション事業

出所：決算説明会資料より掲載

https://orchestra-hd.co.jp/ir/
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██業績動向

2017 年 12 月期は売上高・利益ともに過去最新を記録

同社は売上・利益ともに右肩上がりで成長を続けている。2017 年 12 月期は売上高が 5,897 百万円 ( 前期比 

19.9% 増）、営業利益が 364 百万円 ( 同 20.2% 増）、経常利益が 363 百万円 ( 同 21.6% 増）、親会社株主に帰

属する当期純利益が 241 百万円 ( 同 21.2% 増）と売上高、利益ともに過去最高を更新した。なお、売上高営業

利益率は 2016 年 12 月期、2017 年 12 月期といずれも 6.2% を保っており、M&A により新規事業であるソリュー

ション事業を開始した後も収益力が持続している。

事業別に見ると、デジタルマーケティング事業は、同社のオリジナルメソッド（アイデンティティ設計）が顧客

からの高評価を得て、成長市場であるインターネット広告市場の成長率を越えて業績が拡大した。その結果、売

上高 5,487 百万円（前期比 17.2% 増）、セグメント利益 727 百万円（同 16.6% 増）と増収増益を達成した。ラ

イフテクノロジー事業は占いアプリ「ウラーラ」の利用者が増加したこともあり、2017 年 12 月期第 2 四半期

から黒字化している。売上高 300 百万円（前期比 25.6% 増）、セグメント利益 6 百万円（同 32 百万円増）と

こちらも増収増益で、通期での黒字化も達成した。ソリューション事業は売上高 123 百万円、セグメント利益

35 百万円となり、事業開始初年度から業績向上に貢献している。

2017 年 12 月期セグメント別業績

（単位：百万円）

16/12 期
実績

17/12 期

実績 前期比

売上高 4,920 5,897 19.9%

デジタルマーケティング事業 4,681 5,487 17.2%

ライフテクノロジー事業 239 300 25.6%

ソリューション事業 - 123 -

調整額 - -13 -

セグメント利益 303 364 20.2%

デジタルマーケティング事業 624 727 16.6%

ライフテクノロジー事業 -26 6 -

ソリューション事業 - 35 -

調整額 -294 -404 -

出所：決算短信よりフィスコ作成

https://orchestra-hd.co.jp/ir/
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業績動向

財務状況を見ると、2017 年 12 月期末における資産は、2,168 百万円（前期末比 586 百万円増加）となってい

る。流動資産は、現金及び預金が 365 百万円（前期末比 101 百万円減少）、受取手形及び売掛金が 828 百万円

（前期末比 116 百万円増加）、預け金が 462 百万円（前期末比 168 百万円増加）となったこと等で、1,789 百万

円（前期末比 272 百万円増加）となった。固定資産は、有形固定資産が 29 百万円（前期末比 24 百万円増加）、

無形固定資産が 162 百万円（前期末比 143 百万円増加）、投資その他の資産が 187 百万円（前期末比 144 百万

円増加）となったことで、379 百万円（前期末比 313 百万円増加）となった。負債は、1,385 百万円（前期末

比 342 百万円増加）となった。流動負債は、買掛金が 837 百万円（前期末比 202 百万円増加）、短期借入金が

150 百万円（前期末比 150 百万円増加）、1 年内返済予定の長期借入金が 33 百万円（前期末比 18 百万円減少）、

未払法人税等が 80 百万円（前期末比 9 百万円減少）となったことで、1,376 百万円（前期末比 376 百万円増加）

となった。固定負債は長期借入金の計上により、8 百万円（前期末比 33 百万円減少）となった。純資産は、資

本金が 183 百万円（前期末比 416 千円増加）となったことで、783 百万円（前期末比 243 百万円増加）となっ

た。自己資本比率が上昇しており、財務的な安全性が向上している。

貸借対照表

（単位：百万円）

16/12 期末 17/12 期末 増減

流動資産 1,516 1,789 272

（現預金） 466 365 -101

固定資産 66 379 313

総資産 1,582 2,168 586

流動負債 1,000 1,376 376

固定負債 41 8 -33

負債合計 1,042 1,385 342

純資産 539 783 243

（安全性）

流動比率 151.5% 129.9% -21.6%

自己資本比率 34.1% 36.0% 1.9%

（収益性）

ROA（総資産経常利益率） 22.3% 19.4% -2.9pt

ROE（自己資本当期純利益率） 57.4% 36.5% -20.9pt

売上高営業利益率 6.2% 6.2% 0.0pt

出所：決算短信よりフィスコ作成

https://orchestra-hd.co.jp/ir/
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██今後の見通し

2018 年 12 月期は成長性・収益性の高い新事業領域に積極投資を行う

2018 年 12 月期は、M&A の活用や、事業間のシナジーを生かしての新規事業の創出により、既存事業の拡大

スピードを早め、成長性・収益性の高い新事業領域に積極投資を行う。これにより持続的な利益成長を実現させ、

企業価値の成長を図る。

事業別に見ると、デジタルマーケティング事業は、各主要サービスの受注見込及び実績、既存大口取引先の動向、

持続的な成長が見込まれるインターネット広告市況等を踏まえ、引き続き売上高が順調に伸長するものと見込ん

でいる。ライフテクノロジー事業は、引き続き主力アプリである「ウラーラ」の新規ユーザー獲得のためのプロ

モーション施策を実施し収益拡大を図る。新規リリースタイトルの、オンラインカウンセリングアプリ「メンタ

ルケアーズ」、ライブ配信プラットフォーム「スカウトライブ」については、コンテンツ拡充とユーザー獲得の

ためのプロモーションに注力し、新たな主力サービスとするべく育てる計画である。ソリューション事業は、持

続的な拡大が見込まれる IT 市場と、深刻化する IT 人材不足により、引き続き受注環境が良好に推移する見込

みである。先端技術を生かしたサービス提供により、IT 市場の需要を確実に取り込むことで収益拡大を図る。

これらの状況から、次期業績予想は、売上高が 7,204 百万円（前期比 22.2% 増）、営業利益が 445 百万円（同

22.1% 増）、経常利益が 444 百万円（同 22.1% 増）、親会社株主に帰属する当期純利益が 291 百万円（同 21.0% 増）

を見込んでいる。

https://orchestra-hd.co.jp/ir/
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██中長期の成長戦略

デジタルマーケティング事業において市場成長を着実に捉え、 
全体の成長をけん引する計画

同社の成長戦略の基本方針は、成長市場への積極投資である。

デジタルマーケティング事業が行っているインターネット広告市場は、2017 年は前年比 115.2% と成長してい

る。その中でも同社が注力する運用型広告市場は、前年比 127.3% と際立った成長を続けている。また、ソリュー

ション事業については、人材不足が続いており、2018 年時点で 24 万人不足と言われているが、2030 年には

59 万人の不足まで拡大する見込みである。

同社としては、デジタルマーケティング事業において市場成長を着実に捉え、全体の成長をけん引する計画であ

る。加えてライフテクノロジー事業においてプラットフォームを横展開し、ソリューション事業においては、先

端 IT 人材を有する企業を中心に M&A を実施し、新規サービスの開拓で飛躍的な成長を遂げることで、非連続

的な成長を狙う。

中長期グループ成長戦略

出所：決算説明会資料より掲載

https://orchestra-hd.co.jp/ir/


重要事項（ディスクレーマー）

株式会社フィスコ ( 以下「フィスコ」という ) は株価情報および指数情報の利用について東京証券取引所・

大阪取引所・日本経済新聞社の承諾のもと提供しています。“ ＪＡＳＤＡＱ ＩＮＤＥＸ ” の指数値及び商

標は、株式会社東京証券取引所の知的財産であり一切の権利は同社に帰属します。

本レポートはフィスコが信頼できると判断した情報をもとにフィスコが作成・表示したものですが、その

内容及び情報の正確性、完全性、適時性や、本レポートに記載された企業の発行する有価証券の価値を保

証または承認するものではありません。本レポートは目的のいかんを問わず、投資者の判断と責任におい

て使用されるようお願い致します。本レポートを使用した結果について、フィスコはいかなる責任を負う

ものではありません。また、本レポートは、あくまで情報提供を目的としたものであり、投資その他の行

動を勧誘するものではありません。

本レポートは、対象となる企業の依頼に基づき、企業との電話取材等を通じて当該企業より情報提供を受

けていますが、本レポートに含まれる仮説や結論その他全ての内容はフィスコの分析によるものです。本

レポートに記載された内容は、資料作成時点におけるものであり、予告なく変更する場合があります。

本文およびデータ等の著作権を含む知的所有権はフィスコに帰属し、事前にフィスコへの書面による承諾

を得ることなく本資料およびその複製物に修正 ･ 加工することは堅く禁じられています。また、本資料お

よびその複製物を送信、複製および配布・譲渡することは堅く禁じられています。

投資対象および銘柄の選択、売買価格などの投資にかかる最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるよう

にお願いします。

以上の点をご了承の上、ご利用ください。

株式会社フィスコ


